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２面 みどり号通信 

３面 役員退任挨拶 

４面 自治会規約改定の骨子 

緑が丘の人口と世帯数 
2026/3/1 現在（名張市ホームページより） 

●人口 2,210   （前年比 -17） 
（東 727・中 759・西 724）

●世帯数 982   （前年比 ＋5） 
 

新会長あいさつ 

 

 
 

前年度に引き続き区長を務めさ
せていただくことになりました。 
昨年度は、皆さまの温かいご支援

とご協力により、無事に役目を果た
すことができましたこと、心より感
謝申し上げます。引き続きの重責に
身の引き締まる思いではございま
すが、地域の皆さまが安心して暮ら
せる環境づくりのため、微力ながら 

誠心誠意努めてまいります。 
まだまだ至らぬ点も多く、ご迷惑をおかけすること

もあるかと存じますが、何卒ご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。 
今回、区長探しに大変、苦労しました。働いていて

も区長が担当できるしくみづくりを皆さんとともに
提案したいと思います。 
今後とも、皆さまのご意見を大切にしながら、より

良い地域づくりに取り組んでまいりますので、引き続
きよろしくお願い申し上げます。 

このたび松林前会長の後を受けて、会長に選任されました。前年度、何も分からない 

まま西区長に選任され、他の役員および自治会員の皆様の手助けでなんとかやってまい 

りましたが、今度は会長ということで新たに身が引き締まる思いでおります。 

さて、現状の自治会を考えますと、役員、特に区長の選出には非常に苦労しており、 

昨年度の東区長に引き続き（幸いにも今年度は杉森区長が引き受けてくださいましたが）、中区長も後任が

決まらず継続の形となっております。最近では年齢に関わらず働き続ける方も多く、今までの区長選任の

方法を考え直していく必要もあるのではと考えております。このような問題はございますが、自治会員の

皆様のご協力のもと、なんとか乗り切っていく所存でございますので、よろしくお願いいたします。 

新東区長あいさつ 中区長あいさつ 

令和８年度定時総会の報告 

杉森弘章 

 

自治会会長 山本博史 （西区長） 

松林 敏 

３月２２日（日）緑が丘コミュニティハウス｢ひだまり｣において、緑が丘自治会定時総会が開催されま

した。出席者 44 人、委任状 613 人、合計 657 人。構成会員数 855 人の２/３以上(570)となり、総会は成

立しました。議長に長尾さん(中１班)が選出され、「定時総会議案書(案)」の各項目が約２時間に渡り審

議され承認されました。またこれとは別に名張市から提案のあった 

「市道夏秋八幡線待避所整備(案)」の説明があり承認されました。 

【主な質疑】 

・インフレで資産価値が下がっているので、資産運用を検討して 

みてはどうか。 

・「みどり号」のトライアル（現在、工事中の店舗）への乗り入れ 

を検討して欲しい。 

・コミュニティバス運営委員会会長を役員会に加えてはどうか。 

上記の意見は役員会及びコミュニティバス運営協議会にて検討します。 

このたび東区長に選任され
ました杉森弘章でございます。 

貢献寿命という言葉をよく 

聞きます。単なる健康や長生き
でなく、社会とつながり役割を
持ち、誰かの役に立つ活動を続
けられる人生期間を意味する 

そうです。 

年齢に関係なく、社会や人との関わりの大切
さは言うまでもありません。緑が丘も開発当初
から現在まで、時代の流れの中で高齢化など
様々な状況の変化もあります。子どもから大人
まで、様々に適した形でつながりながら、より
楽しく住みやすい緑が丘になるよう、微力なが
ら務めさせて頂きたいと思います。 

自治会活動には不慣れで、ご迷惑をおかけす
ることも多々あるかと思いますが、何卒よろし
くお願い致します。 


